
  

 

 
 

 
 

 

 

 

ニホンミツバチとセイヨウミツバチ  

私たちの生活で，ハチミツはとても馴染みのあるものですが，ハチミツやミツバチの生態

については，「意外に知らない」ものかもしれません。 

 ヨーロッパ社会の場合，旧約聖書に出てくる神様との「約束の地」

は，「乳と蜜の流れる土地」ですし，ハネムーン（honeymoon）に，

honeyの語が含まれるのは，かつてゲルマン民族が，新婚 1ヶ月はハ

チミツ発酵酒のミード（mead）を飲む慣習があったからだとか。また

修道院や教会のロウソクはミツロウで作られていたため，修道院で養

蜂が行われることもありました。日本の和ロウソクは，ハゼなどの

実から作られることが多く,こうした海外との，ミツバチをめぐる文化的な違いも興味深いも

のです。 

日本には，在来種で野生のニホンミツバチが北海道や沖縄を除いて生息しています（図 1）

が，スーパーなどで販売されているハチミツは主に，セイヨウミツバチ（家畜種）のもので

す。セイヨウミツバチは，明治時代に畜産業の近代化の一環として移入されました。セイヨウ

ミツバチの体は，ニホンミツバチよりわずかに大きく，ニホンミツバチの数倍－10倍もの採

蜜量があります。セイヨウミツバチは，定型化した巣枠式の巣箱で飼育されますが，ニホンミ 
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図 1 ニホンミツバチ 
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